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下龍半島に分布す篠畏浜腰の干枚岩類と，

　　　　　　　　　　　　　　火成灘類に欝い噴

晶れ蕊賞く

一東北地方グびンタフ地域の基盤岩類，

　　　　　　　　　蕊　村　　翠　瓢　雄翰

夏一一

織蝉薫総嚢鷺旛ぬ欝無議難恥欝騰糞齢蕪難講置螺置灘懸驚獣編撫磁緯w懇懸鰍難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　黛麟蠣輔欝畿隻騰繍薫撫軸鷺憾懸謡藩

　　　　　惣騰騰雛講勘撫繍簸箆ポ黛総鷺繋㎡欝臨蜘篤墓撫N麟搬繍雛締灘，レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬勧u融灘撒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A総t撒α

　　　　　　丁総雛灘1鱒鱗旗撫x迄翻妙難y翫嚇灘厭翼斑漁繍蹴雛臨1鱒霞灘灘就継隻瓢

　　　　　　Tl鷺熱鯉灘猷脚磁s載騰翻騨鷹雛○無賊N雛堺1撚源飲鷹療倉蕪，騨離耀㈱熱瞬糠，獣一
峯｝無yrlt融　難鷺（置《叢鷺蔽算顛　《灘｛隷喋t臨

　　　　　　丁短N題麟鋤撚麺驚蕪鋤儀1灘暴輔1鋪奪～爆瞬難ピづ伽P歌kきζ癩漉厭難蜘婁で》，韓麟麟竃

鋤蝕闘一鯉轍脚麟烹駕蹴1爆，鷺雛醜蟹1鍛／灘＄ぞ・丸麟t謡鰻鷺厭驚霞t織鷺磁瞬繕糎

囎瞼㈱麟1貫嘘講露慧礁薦油ぎ腕蕪縫s鷺臨t．丁厩凶郵庶獣k欝蔽鷺離騰脚麟磁暮鯉置博r

臨磁麟・螺画ylllt歌，卿獣繍繊撮綻購1隻離羅職繍鰐麟藪蒲総1繍麟幾総　丁憂驚蹴眠旛購

漁繍馨雛細雌妙漁麟翼綴総餓○籍轟鱒銭窺融，灘繍難，識1糠鎌擬轟磁糠．

　　　　　　難鱗鰍膿1沁臨1匿搬雛繭1㈱t臨馨擁き畦肺馨欝藤轍脚磁羅麓h薦醸1灘導灘繍

N聯1曳纐、顧（綿，謙至離難慕鵬雛1燃鵬灘綴脚麟至ε瞭鐙雛賞厩飾y鷲1勧賦癖（淫醜

臨騨撫燃魚灘竃tlo糞．P就囎撒麟醸11y，ltls臨繭議鱗短総薫癖蟻曜駕幽蘇獄三羅捻d欝一

綴繍麟隻）yw鰍h竃憶蜘磁i離沁無灘撫熱澱蹴敬朧醸馨照童萱甑

　　　　　　丁難韓麟t罐ヱ瞭鎌驚購毒貫櫨瓢獣難像（ll憲嚇眠騨離叙脹》細懸繍，1㍊○一3伽擁wl紬

繊翌鰹編灘ぬ工鶏δ旗脚麟y納1麟緯ぐヱ肌糊鍾齢灘慧1欝鰐欝臨蕊1》醸呈紀

　　　　　　Tl聯画yl舳鷺蹴k欝1難漏臓難灘驚籔》鷲呂繊臨醸溝臨輪w熱油脚購璋麟熱
＄1癩k瀬蝶廊蘇1雛（1繍麟蘇輔，s醸1驚磁鱗　遍薫醸蜘（翫丁蕪1蝋）K撫，欝鋤．

　　　　　　　　　　　　　　　　　露　　鷺

　下北半島西部の佐井村に，新第三系の基盤をなして長

浜，層と石英閃緑岩などの貫入岩類が分布している．

　長浜層はい蜘豪で非変成の古生層とされてきたが，千

枚岩・片鷹などからなつていることが明らか揺黒つた、、

石英閃緑岩は千枚岩類が形成された後に貫入したもので

あり，千枚岩忙接触変成作用を与えている、，

　　長浜麟とよく似た千枚岩ないし片岩はこの地域に近い

北海道潮酋岬付近をはじめ，東北地方，北海道酉南部の

　　傘雛難部

グiノン麹，7地域の基盤岩類のなかから数カ所が報告され

ているが，いず嶽、も注際げぺき事実と思われる，

　　　　　　　　　　　　　　隻．　蕊えが鷺

　下北半、鑑西部の佐井村／こは，新第薫系ぴ）墓盤として従

来単に古生層と呼ばれてきた，地屡と，これ．を貫く石英閃

緑岩などの貫入岩体とが露われている．

　　この地域は交通が不便であるばか！）でなく，．疑い間要

塞地帯であつたため地質調査研究が遅れていた．

　戦後北大・東北大などによる調査研究の結果，次第に

薫．《雛〉



蟻質調壷所月報（第鷲巻第2欝）

知識が増してきたが，この基盤：岩類についての記載は少

なかつた．筆者は暮万分ぴ擁佐井地質図幅調査研究のた

め澱盤年よ！りこの地域の地質調査研究を行なつた際に，

ごの古生層が，一般に千枚繕質であ9，部分によつてはか

な勢再結贔が進んでお！），結晶片岩と呼ぶのがふきわし

い暑署も含まれていることを知夢，かつてその概略を報

沓した（図幅ニゴース蘇遭山帯齢N〈》．磐謄写），その後引

続いて陸奥川内図幅地域内の調査研究を行ない，若干の

灘察を行なつたので，その結果をここに報告する．なお

乱、i

㎏
　ノー｛

貯1

この報皆の概略は鱒櫨年9本地質学会第（～9年年会／こお

いて発表している。

　なおこ財）報文をまとめるにあたつて本所地質部片覇正

人技嘗から多くの助蓄を得た．とくに鏡下の観察につい

ては瀬技官に負うところが多い．

鷺．蟻質概饗

下北半島の爾部は東北脊稜山脈の誕長にあた！），いわ

ゆるグリンタツ地城の一部を占め，新第三系の佐井層お
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下北半島に分布醸解る畏浜層の千枚岩類とヌ　これを』翼く火成岩類紅やいて噺（熱村濯ぐ雄〉

よび薬研層などの地層とこれに伴菰う火山岩類べ第四紀

に活動した恐山，燧・餐の両火1、Llの火レLi噴出物が広く分布

している．この新第三系の下位に，これによつて不整合

に覆オ、）取、て，いま窟で讐1デ生層鷲とll撃ばれてきた地層が，

佐井村の西海岸付近にや》広く分布しており，霞らに

これを貰ぐ石英閃緑岩の小岩体と，粉岩・石英粉岩など

の岩脈が認められる、新第三系と第灘系についてはこ』

では省略し，いわゆる古生層，これに伴なう火成岩類お

よび石英閃緑岩の周辺に発達す聯接触変成帯について述

べることとする（第i図）．

　この地層は従来単に愚相が似ている燃とからζε吉生

磯野　と呼ばれてきたが，ごの地屡の最も標式的な露出地

域が，佐井村南方の長後部落と福浦部落とを結ぶ海辮線

の長浜で凄ることから，筆・者はこ離、をξ《長浜層露と命名

壌鴨ることとLノプ訟、

暴．　千教岩類（擬浜麟〉

　長浜層の構成岩類は，いま譲では単純に粘板岩・輝緑

1疑／天量をなどから触つている業　とさ尋Fしていたが鱒聾　こヂ）た

びの調査研究の結果では，その大部分が一般に片理をも

ち，千枚岩およびさらに再結贔の進んだ結鹸片岩といつ

てよい変成岩からなつてい贔、，

　全体としては粘板．巽質千枚岩と輝緑凝灰岩質千枚岩と

の互層が広く発達／、．，その問に処によつてはや轟厚く珪

岩が挾まれている、、譲た南薩部の申川一i二流には粘板牽質

景、ほ砂綴との互層が分布している．石灰岩は長後部落の

東南東と福浦普騨客に』3遅い下ノ崎付近にいずれも薄層とレ

て挾窟れている．

　雛．蕊　千枚岩類の性質

　長浜層の粘板岩質ド枚岩はlll、色ないし暗灰色で，il、夢に

1、餐、色と白色¢）縞状の構造をもつている、また輝緑凝灰岩

質の千枚・岩は緑・色ないし毫農編》色の葺擬；蒼である、片灘の強

い部分では，片理爾に絹糸様瓢沢があ緯象た線構遺が顕

著な部分もある．麟理はお》むね層理に一致している

が，佐井村大佐井川の、ヒ流，佐井鉱出付近では片理が斜

交しぐいる例が2力勝でみられた、，

　千枚岩類の肉眼的にみた片理の状態は，ところによつ

て一様ではない．しかし鏡下の観察で，議写翼（図版王）

でみられるように粘板岩質あるいは輝緑凝灰岩質籍石で

はほとんどの場含再結晶してお診，片理に沿つて種々の

変成鉱物が配列している，，しかし結贔粒の大き憲はかな

！）微細であるた．め，鉱物の光学性などに関Lては，充分な

観察は終つてマ・なレ・．い、翼畿嚢的な粘板岩および輝緑凝

灰岩起源の千枚岩ないし片岩槻やいて，構成鉱物をあげ

ると次の．勲うである．
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　v麟．矯ぎ験蕪麗1亙監欝器§

　粘板岩起源の千枚燐類には石英・緑泥石顛絹雲母・曹

長石吃石墨などがみられる、、緑泥石はい一般／縷！醗折の暴

わめて低い淡緑色の結鼎で，伸畏方向は正または漆細であ

る。麟長石はとくに斑状気はなく，双離の発達も悪く，

華孫塞と蕊ぎらわL、〆い、

　輝緑凝灰岩起源の千枚岩類は，ヨ。成分鉱物として1召英・

3《83）



蟻質調査漸摺1、是（第欝巻　第黛辱）

緑泥1石・陽起石・緑簾石・斜灘簾石および曹長署が，副

成分鉱掬として絹雲母・チタン石・方解石・9雛やイト

・不透明鉱物などが再結晶している、緑泥石は淡緑色な

いしほとんど無色で，一般に懸わめて低い複羅折（少な

くとも○，○03以下）と蓋または負の伸長を示している。

屈折率βは正確な値～蘇鱒難いが，ほyL磁・一L磁であ

る．このような光学性加緑泥石の組成を推定すると第

覇灘のようであ！），都城秋穂（蟹蓬陣轟螢，鑑鱒7）裏鋤や

片濁薫入（未発表）の資料と比較してみると，一般の変

成岩に生じズいるものと大差はない、陽起石は淡緑魚で

1）慧V瓢慕ポ，～γ諜！講鱒，量i）黛V（…）慧縫鵜，γ瓢L醜翻）

光学牲を有する（第3図）．　鉱の簸は一般の変磯岩中に

表われるものに較べ蔦と，灘折率に比較レで光紬角がや

や小さいようである．緑簾石と斜繭簾蕎は複屈折の強弱

によつて区別される．光学性は2V盆難夢である．曹長

石は一般に斑状ではないが，ときに／瓢難大のや、斑状

のものがみられる。

　申川上流に発達している砂質暑は，それと互層してい

る粘板岩蟹岩聡と較べて，片理は微弱で再結最作用も顕

著ではない．再縞　繊物と丸．ては，石英や長署を，波う

つよう鵜取蟄巻いている絹雲母が最も多い．

　以．至二に述ぺた片岩・千枚岩類の再結晶によつて生じた

鉱物は，いずれもいわゆる緑泥署帯に属する麺成鉱物群

である．

　騒．慧　地鷲構燈，蹄代

　長浜層の地質構造については，走向が所によつて著し

く乱れて恵1），かつ調査が不充分で細部まで明らかでは

ないが，お》むね北部では北北酉一薄南東，南に向かう

に従い東北東一西南西就移る軸をもち，30～辱びの傾斜

をもつて波状の獺1趣構造をなしているものとみられる．

北半ではこれを戯る北東一南茜の断履が・多く認められ，

これに沿つて岩脈が貫入していることがある．

　畏測麟の時代は，離記の聡灰岩は著しく結顯質ぐあ

！），化1蕎は認められず，そのほかの千枚岩類翻力らも象

だ化石が発見されていないため，聯潅のところわからな

い．従来は岩楕から古生代と考えられていた．しかし長

浜層に位置的に最も近い古期の塘層である、下1牝半島東

部の1ヲ屋岬付近に分布する尻屋層（令井功，欝磁）は，

従来聡相から鶴じように古生層と湊れてきたが，謄醗鱒

付近に分布する石灰蛙瞬勢ら，中生代の、鶏ノ巣統を特徴

づける化石が発見され，中生代ジ、，．ラ紀の地層であるこ

とが明らかとなつた三感）。このような事実から蒋えで，長

壼雛）　嫉寧灘辮齢夢A蕊｝給1ぐ）擁轄1糠　o｛C欝欝漁蹴総

　　＄掘灘，b群．鞠麟．＄（浦．」蕪1）韻，V購ボLX灘，

　　N縫．73§，欝欝

浜層の縛代を単に岩糟のうえだけから決めることは適当

ではなく，時代決定は将来の問題として，従来呼ばれて

きた古生層という呼称はさけなくてはならない。

墨．　欝入岩類と綴触変成欝

　佐井村の南方福浦部落付近には，長浜／，．，を貫く蒸英聞

緑；霧の岩体がみられる。そのほか各処に扮岩と石英粉碧

騨）繋寺脈が認められる．石英閃緑岩は福浦付近でその獄

かの岩脈に対して接触変成作用を与えてお勢，他の岩脈

よ1）後に貫入じたものである．し．かしそのほかの地域に

みられる，接触変成作用を受けていない粉岩・石英粉

岩のなかには，石英閃緑岩の貫入以後，新第三紀の火成

繕勤に伴なつて貫入したものが混在している疑いがあ

る。

　灘英鱒緑繕は優臼色で，岩体のどの部分をとつても著

レく変質作用を受けた申粒の岩石で，轍かグ）藩石との接

触都では幅数雛ないし数鎗懸にわたつて接触変成作用を

与えている．変成作用の結果生じ潅変成鉱物は源艦の差

異によつて違いがみられるが，これについては後項に述

べる。

　琉岩・贋英粉岩岩脈礎）方向性は必ずしも一致していな

いが，後者はさ港に記した北東一禰茎鐵の断膚に沿つて，

あるいは潤一方向に貫入している揚合が最も多く，また

署英閃緑岩の岩体も，長浜層の片理とは　醜£轄撫癒で

あ1り，この断！嚢、の方向に近い麺びを示している．

　これらの貫入培類の時代については，新第三系の緑色

凝灰岩（中新世中部）中に礫として含まれていることが

あ墾，これよ！）以前であることは明らかであるが，それ

以外はわからない．

　墨．璽　騒翼闘緑羅

　この碧石はさきに述べたように岩体全部がかな！）はげ

しい変質作用をうけており，白色あるいは淡緑色を呈し・

ている．処によつて緑泥石や緑簾石の細脈が網状に発達

している．これらの趨石を鏡下で観察すると，この岩石

は変矯作稽とともに，．機械的な破砕作用をうけてい茄こ

とが認められる．この岩石は，本来は主成分鉱物として

石英・斜長着・角閃石および黒雲母，副成分鉱物として

燐灰石などからなつていたと推定されるが，これらのう

ち；蕎英をのぞいてはほとんど二次鉱物によつて置換えら

れド、おり皆そのう書角閃石および黒雲母の残存している

揚合はきわめて窟れである．二次鉱物のうちおもなもの

をあげると，斜長石を置換えて灰曹長石～樒長署帽需雲

母（，糊雲母）・緑簾署が，ま1た角閃石および黒雲母を置

換えて緑泥聡・緑簾石・チタン石などが生難ている．以

上のうち斜長石中に生じている鱗茸状の撫雲母と多量の

4《巌）



下北半鳥に分辮する長浜麟の千枚轡類と，これを舞く火成岩類にっいて（．憂急柑不 二1雄）

緑簾石が特徴的である。なお本深調匙力！球蘇三ずはみられ

なかつたが，元来ほとんど存在レなかつたものであろ

う．

　農．裟　霧叢簿撫変成箒

　石英閃緑岩の貫入によつてその周囲の千枚燐やゴ灘岩は

変成作用を受けている．その幅は数凱か鑓拠○驚で，憩藩

撒を超えることはないようである．この変成作用の特徴

を列記すると以下のようである．すなわち（竃）石英と

斜長石の讐ザイック状集含の形成，（窯）総i雲母の藁簸状変

晶の晶出，（3〉微量の黒雲母の羅…出，（4）微f藁の愛炎青緑

色の普§磁角閃畢ご（？）の晶出，などである、、

　このうち（黛〉¢）臼雲母の晶出は戴も特微爵ぎ㌻である．

白雲母が多量に晶出している楚搾嚢汰主として泥譲岩起源

の千・枚暴｝にみられるものであi），このような、審石では径

2．（）一3．敷鷺慧の臼雲母の斑状変晶が片理に平行に密集し

疎な部分とともに縞状の構造を示している。しかし個々

¢）臼雲母の斑状変贔は，ノ冨籍は三幽凄瓢排列していず，

かな！ラ不規則な方向性をとつて並んでお！），鏡下ではポ

イキ聡ブラスチック構造を示している（図版雲）．　この

白雲母の光学性は鷹折率γ司略OQ，2V篇絡農であ翫

　（3）の黒雲母は主として緑泥石に伴なつて熊出してい

るもので，帯緑褐色ないし、櫓色の細粒結贔であ驚、、なお

　（緩）の普通角閃石（？）としたものは陽起灘1・　んだ変

成岩中に不定形の集合として1甜1してお！），微鍛のため

ほかの光学性は知ることができなかつたが，多色性（Z

罵惑炎青緑色）から推定レたものである．

　以上の変成鉱物窪）組軍せは，明らかに千枚燐類の場合

よ！ハ、コ韓菰の鉱物組護1慧嘔を示している。

　墨．暴　千枚嶽類の形成鳶貫入岩類との関係

　以上に述べた野外および鏡下の事実から長浜層に千枚

岩を形成した変成作用と石英閃緑岩の貫入との関係にっ

いて考えてみたい，まず（ま）石英閃緑岩の岩体の糞叢び

が警長浜鷹の一・ヂ殺的な1購造を識婁，北鐸箋一・南嚢衡方向¢〉1新

／舞妻鰭近いこと，（2〉石英閃緑岩に伴なう接触変成、嶺の疑

成鉱物が，片理に沿つて密集していることがあるが個々

の結晶の方i鰍生が不規則であること，とくにll雲母騨）斑

状変醸にこのような特微がよく現われている拳実からみ

て，石襲閃緑岩の貫入は千枚岩の形成以後である．

　すでに述べたように石英粉岩岩脈の多くが，長浜層の

一誘没的な1饗曲方lll藪織る北東一一誉欝瞬方1旬の疑響麟に沿い艶

あるいはこれと同 一方阿に「貫入し〆ている．苓英閃緑岩

はこれと同じ延びを示すことか鳶考えて，このような

方向性をもつた断層運動になんらか4）開係をもつて，石

英粉岩など¢）岩脈に引続いて貫入したもの蝦灘察され

　る．

暮．総　　播

　以．とゴ轟述べたことがらをと夢まとめると次のようにな

る、，（⇔従来占生膳と呼ばれてきた長浜縫、は，主として

千枚嚢・片岩などの変成岩か軽なやている、この変成爆

は緑泥石帯ほ／、“する変成幣を示嵐、．ている．⑫〉これらの

千枚嚢類は，そのヲ董撒．群後に石英閃緑岩によつて貫かれ，

石英閃緑岩の周縁部ではさらに1饗、1い変成作用をうけてい

る，、石英閃緑岩に近い千枚総1報こみられる臼雲母・黒雲

母など（や　成鉱物はこの時期に麟出したものである。

　薄森県から北海道南酉｛、賛峯にかけて長と層に似た千枚岩

灘芝は欝い・餐まであ窯i3問灘譲こさオゼぐはいなかつた力雲，千・

枚嚢・片岩類，あるいEは千枚岩質な粘板輩訪1構成され

ている地懸が数ヵ所か鹸黙費されている、

　すなわち（蚤）石峯劉聾婁幾擦蕪顯鴬浜孟剣寸の1騰擁鼓β柔／　男

（2）渡、翻違1函館市潮糞岬付近の’酷1璽系蓉＞漁，（3）後

志国繍「磯発足村のジャムナイ層獅，（犠）霧森県下北郡

東通村尻、鷺岬の尻簾、擢，呂憲）獅，（難）褐篭麟禍北津軽郡小泊

村磯餐獣懲購およびパメi！年捗舞琢の1餐蓬慧層駁葵〉櫛浮（ξ1）　騨麟梨碧ム

鮪市爾方r）先第三系玉9灘），などが知られている、、（2〉の

潮首輝に分布してい恐先撫璽．系は，この凋査．研究地域に

取も奏鷺く，憾ゼくから力瞬暴窯歳ジ隻曇こよ1つて翫葵械きれ、ている

が，呈｝質も記載紅よれば長浜層（！）ニヂ枚贋類とき・めて似

てお1），位置的な関係からみて一続きの変成帯と鍔え壽

れる、以．ヒ4）暮燦1響のうち，罵癬腰はジ試ラ紀の地層で

あることが，最近明らかとなつたが，そのほかはいずれ

も1痔｛樽が明ら・かでない、，

　かつて北海道大掌鈴、木　醇教授は懸購北海遊産圧イ撫変

／戎藻1三1）とし．て筆1霧益お．試び溺／欝紳穏㌧近グ）変1薫キ誌につい

て　「これ等が比1鮫的広範闘に行なわれた一停般変成作拝1に

よるものか，あるいは特’殊¢）構造線に伴つv鷲静生じた局所

的び）もの論　よ・辱｛蕊の広マ・賛職撫三によらねばならなレ・涯と述

べ爵叡、ている。薄罵幸蒙吉では聾慮だ問1懸を角響汐諏壌嚇ることは

で曇ないが，長疹鞍のような千枚岩類が孫森誉誓寿誠蟹南

北海道にかけて，いろい罫な地域力　発漿されている導

とは1憲謡にで薩嘩陥る慕

　　窟た，最近東北大学小貫義男教授，北村肇助教授らに

よ・．）て朝欝されている（欝本地質爆淵第7麟1会討論会

講演）入内岬焼石構、鷺線の北方延長が平館海峡を通！），

函館方面1喬延びることが推定藤翻てお雛，このような観

、轄からも，こ療、らグ．）千枚岩類は検討を勲1える必要があ

　る燈　　　　　　　　　　　　　　　（照麹3灘群嚢爆籍灘）

下北桑終、島押罵音5
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